
品目  タマネギ5-3

★秋田県産タマネギの生産性改善による自給率向上モデル実証

農研機構東北農業研究センター、（株）みらい共創ファーム秋田、（株）べジリンクあきた男
鹿、（有）折林ファーム、農研機構農業情報研究センター、農研機構西日本農業研究セン
ター、農研機構野菜花き研究部門、農研機構植物防疫研究部門、（株）ＮＴＴアグリテクノ
ロジー、東日本電信電話（株）、山梨大学、秋田県産業技術センター、双日（株）、秋田県立大
学、秋田県農業試験場、秋田県由利地域振興局、大潟村、男鹿市、由利本荘市、ＪＡ秋田なま
はげ、ＪＡ秋田しんせい、丸果秋田県青果（株）

①遠隔営農指導システムの開発と実証 ②ロボトラの導入とシェアリング ③AI自動選果システムの開発と導入

　東北地域のタマネギ生産は、定植・収穫作業の適期が大産地である西日本や北海道よりも短く、
大規模になるほど適期作業を行うことが難しい ( 収量低下の要因となっている )。本実証では、
スマート技術を導入することで作業効率向上と収量増加を目的としている。

（株）みらい共創ファーム秋田ほか（秋田県大潟村ほか） 実証面積：24.2ha

実証課題名

構　成　員

▶実証代表 農研機構東北農業研究センター畑作園芸研究領域野菜新作型グループ長　室崇人

農研機構東北農業研究センター研究推進部研究推進室（広報チーム）
電話：019-643-3414　e-mail：www-tohoku@naro.affrc.go.jp

▶視察等の受入について問い合わせ先

背景・課題

実証する技術体系の概要

〇収量 4t/10a 以上 かつ 20%以上の増収　　〇定植作業時間を 25％削減
〇選果作業時間の 50％削減

目　　標

本実証プロジェクトにかける想い

時期 9月 2月8月 1月7月 12月6月 11月5月 10月4月 3月
「見られる !」
ポイント

要素技術
① 遠隔営農指導システムの開発と実証(病害予測, 環境データの蓄積, システム開発)
② ロボトラの導入とシェアリング(作業効率の評価, 経営コストの評価)
③ AI自動選果システムの開発と導入(画像診断, システム開発)

①
②

③

5-2

★

ドローン及びAI画像認識と自動ピンポイント農薬散布を活用した牧草地の部分除草
体系の実証

ＮＴＴコミュニケーションズ(株)、(農)清和農場、JA釧路丹頂、ホクレン、ホクサン(株)、
(株)ビコンジャパン

北海道には全国の 85% にあたる 498,700ha の広大な牧草地が存在し、この管理に多くの人手
と資材がかかる課題を抱えています。今回は牧草地の除草にドローン及び AI 画像認識技術とピ
ンポイント除草技術を組み合わせて、必要な雑草にだけ必要な量の農薬を散布することで、この
課題を解決することを目指します。

○雑草検出・記録にかかる時間を 50%以上削減する
○雑草駆除に使用する利用農薬量を 10a当たり 50%以上削減する
○経営収支 (利益 ) を 10%以上向上させる

(農)清和農場 （北海道鶴居村）　 実証面積： 20ha

実証課題名

構　成　員

　酪農・畜産分野への ICT 技術の活用により牧草生産の省力化を実現
すると共に、必要な部分にのみ必要な資材（農薬）を利用する体系を、
本実証実験を通じて確立します。これにより 2050 年までに化学農薬
使用量をリスク換算で 50% 削減するという“みどりの食料システム戦
略”で求められる目標を前倒して達成し、効率的かつ持続的な農業生
産基盤を確立、鶴居村を中心に酪農・畜産の更なる発展を目指します。
またこの地域で確立した生産体系を全道及び全国に広げると共に、利
用する技術の稲作や畑作への展開も視野に、農業分野全体の課題解決
に貢献していきたいと考えています。

▶実証代表機関 NTTコミュニケーションズ（株）

NTTコミュニケーションズ（株）　中川宏 /中野卓
drone-agriculture-ml@ntt.com 　090-3318-6442（平日 10:00 ～ 17:00）

▶視察等の受入について
問い合わせ先

背景・課題

(主な ) 目標

本実証プロジェクトにかける想い

時期 9月 2月8月 1月7月 12月6月 11月5月 10月4月 3月

「見られる !」
ポイント

要素技術

①ドローン (センシング )+
　AI 画像認識 (ディープラー
　ニング )技術

②ドローン (農薬散布 ) ③セクションコントロール
　スプレーヤー

実証する技術体系の概要

①ドローン（センシング）+AI画像認識（ディープラーニング）技術、②ドローン(農薬散布)、③セクションコン
トロールスプレーヤー、④小型除草（農薬散布）ロボット

実証農場の風景

④小型除草 (農薬散布 )
　ロボット

①
② ②

③
④④
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【初年度実証成果】（株）みらい共創ファーム秋田
  ※他2法人（秋田県大潟村,男鹿市,由利本荘市）

実証課題名：秋田県産タマネギの生産性改善による自給率向上モデル実証
経 営 概 要：24.2ha（秋播きタマネギ22.6ha、春播きタマネギ1.6ha）うち実証面積：24.2ha

１ 目標に対する達成状況
○ R4年度収量データ（慣行区）は取得済。R5年度収量データ（実証区）はR6年7～8月頃に取得予定。
○ ロボットトラクタの導入により、畝立て・定植作業に要する時間を41%削減。
○ AI自動選果機（プロトタイプ版）が完成。現地実証はR6年7～8月頃を予定。
○ R4年度経営データ（慣行区）は取得済。R5年度経営データ（実証区）はR6年8～9月頃に取得予定。

２ 導入技術の効果

３ 今後の展望・課題
○ 開発した遠隔技術指導システムを実証運用し、システムの改良を実施。サービス化に向けて利用者からの意見を頂き、機能の精査を実施。
○ 技術指導AIについては、運用事例を増やしていくことで（学習量を増やしていくことで）、精度の向上を目指す。
○ 畝立て・定植作業以外でのロボトラの活用法を模索し、経費（減価償却額）の軽減を目指す。
○ AI自動選果機の現場実証を7月より開始。引き続きタマネギのデータを収集し、AIの高精度化を目指す。
○ 使用者の要望に対 応した普及機としての機能実装を目指す。

問い合わせ先 農研機構東北農業研究センター畑作園芸研究領域野菜新作型グループ
進行管理役：林 智仁（Email：hayashit992@affrc.go.jp）

導入技術 ①遠隔技術指導システム ②ロボットトラクタ ③AI自動選果機

遠隔技術指導システム

目標 ● 収量4t/10a以上かつ20%以上の増収 ● 畝立て・定植作業に要する時間を25%以上削減
● 選果作業に要する時間を50%以上削減 ● 10%以上の利益向上もしくは経営黒字化

遠隔技術指導システムを開発。気象データ等の圃場環境情報
を表示可能に。 R6年2月より試験運用を開始予定。

技術指導AI ・ 営農管理システム

AI自動選果機

技術指導AI（チャット機能）および営農管理システム（LINE）
を開発中。

ロボットトラクタ

畝立て・定植作業に要する時間を41%削減
畝立て・定植作業に要する経費を2,605円/10a削減 生成AIとAI自動選果機を開発。 R6年7月より実証開始。

栽培面積が20haの場合の推計値
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